
東北農政局支援活動（5月13日～5月19日）

東北農政局災害対策本部：5月19日現在

岩手県、宮城県、福島県の

被災市町村への支援状況

（５月１３ ～５月１９日）

◯復興に向けて
○５月１７日から岩手、青森、福島県において平成２３年度第一次補正予算の説明会を開催。１６日には東北ブロックでも開催

○宮城県亘理町、山元町のいちご産地の経営再開（クリスマス出荷）に向け、「ストロベリーライン経営再開支援チーム」員が、

１６日から現地駐在を開始。営農再開に向けた調査チームを１７日相馬市、１８日石巻市、１９日矢吹町に派遣し、調査を開始

○～食べて応援しよう！～仙台合同庁舎地下食堂で被災地の食材を活用したメニューの提供を２３日から開始を決定

◯主な活動内容
１ 被災農家の経営再開に向けた補正予算について県別説明会及び東北ブロック説明会を開催

5月17日に岩手県、18日青森県、19日福島県において、各県、市町村、ＪＡ等関係機関の担当者が参集されたなか、東日本大震

災農業生産対策交付金、農業経営復旧等のための金融支援を農政局担当官が、被災農家経営再開支援事業を本省担当官が説

明しました。16日には、東北ブロックでも同じく開催しました。

２ いちご産地の経営再開支援に向けた現地駐在を開始、被災地域ごとに調査チームを派遣

5月16日、宮城県亘理町及び山元町のいちご産地の経営再開を図るために「ストロベリーライン経営再開支援チーム」員２名が現

地駐在を開始しました。早速、両町をはじめ関係機関と用水確保・除塩対策、施設･資材等の導入、制度資金による金融支援につい

て打合せを行いました。また、早期営農再開に向けて、17日相馬市、18日石巻市、19日矢吹町に調査チームを派遣して、地元自治

体、JA等との意見交換や現地調査を通じ、営農再開に向けた意向、現場ニーズの把握を行っています。

３ ５月２３日から仙台合同庁舎地下食堂において、食材の提供を行って頂くことになりました

【参考】被災地支援活動の実績

１　被災地等への人的支援 ２　水利施設等の復旧・復興に向けた取組

今週の支援数 延べ＊ 稼働台数

支援人員（日換算延べ） 40人 2,300人 待機台数

官用車数（日換算延べ） 9台 668台 対象市町村数

対象市町村数 3市町村 34市町村 (  )*震災が発生してから、現在までの稼働台数、市町村数

が

　　　　　　　　       2８台

　　　　　　　　   10市町村　　(12市町村）＊

職員派遣･官用車での支援状況 災害用応急ポンプでの排水支援状況

                         64台            (64台）＊

災害用応急ポンプ

稼働中の市町村

１０市町村

６４台

人的支援

支援人員 ４０人

官用車 ９台

市町村数 ３

岩手県、宮城県、福島県の

被災市町村への支援状況

（５月１３ ～５月１９日）

◯復興に向けて
○５月１７日から岩手、青森、福島県において平成２３年度第一次補正予算の説明会を開催。１６日には東北ブロックでも開催

○宮城県亘理町、山元町のいちご産地の経営再開（クリスマス出荷）に向け、「ストロベリーライン経営再開支援チーム」員が、

１６日から現地駐在を開始。営農再開に向けた調査チームを１７日相馬市、１８日石巻市、１９日矢吹町に派遣し、調査を開始

○～食べて応援しよう！～仙台合同庁舎地下食堂で被災地の食材を活用したメニューの提供を２３日から開始を決定

◯主な活動内容
１ 被災農家の経営再開に向けた補正予算について県別説明会及び東北ブロック説明会を開催

5月17日に岩手県、18日青森県、19日福島県において、各県、市町村、ＪＡ等関係機関の担当者が参集されたなか、東日本大震

災農業生産対策交付金、農業経営復旧等のための金融支援を農政局担当官が、被災農家経営再開支援事業を本省担当官が説

明しました。16日には、東北ブロックでも同じく開催しました。

２ いちご産地の経営再開支援に向けた現地駐在を開始、被災地域ごとに調査チームを派遣

5月16日、宮城県亘理町及び山元町のいちご産地の経営再開を図るために「ストロベリーライン経営再開支援チーム」員２名が現

地駐在を開始しました。早速、両町をはじめ関係機関と用水確保・除塩対策、施設･資材等の導入、制度資金による金融支援につい

て打合せを行いました。また、早期営農再開に向けて、17日相馬市、18日石巻市、19日矢吹町に調査チームを派遣して、地元自治

体、JA等との意見交換や現地調査を通じ、営農再開に向けた意向、現場ニーズの把握を行っています。

３ ５月２３日から仙台合同庁舎地下食堂において、食材の提供を行って頂くことになりました

仙台合同庁舎地下１階第1食堂において、食堂を運営する事業者のご協力を得て、被災県である、岩手、宮城、福島県産の野菜

米、肉などを積極的に活用したメニューの提供を行って頂くとともに、当日使用した食材を紹介し、農産畜産物の消費拡大による被

災地の応援に取組ます。実施期間は平成５月２３日（月）から６月１７日（金）まで行います。

◯大臣等の被災地での視察状況
１ 鹿野農林水産大臣が福島県並びに宮城県の被災地を視察

5月14日、鹿野農林水産大臣が、福島県新地町釣師浜漁港、相馬市松川浦漁港の被災状況を視察され、新地町長、相馬市長

漁協等関係者と漁具購入支援などの意見交換を行いました。また、宮城県山元町、亘理町ではいちご農家と「産地の再生」に向

けた取組等についての意見交換を行いました。

２ 衆議院予算委員会が福島県伊達市で農業関係者と意見交換

5月18日、衆議院予算委員会の中井委員長をはじめ１１名の委員が福島県伊達市のＪＡ伊達みらいにおいて、農業者等との意

意見交換を行うに当たり、福島県における被害状況等の説明を行いました。

5月14日、鹿野農林水産大臣が

新地町、相馬市、山元町、亘理町

をご視察

5月18日、衆議院予算委員会が伊達

市において意見交換会を開催

　　　　延べ＊震災が発生してから、現在までに派遣された農政局、（森林管理署）の人員、官用車の台数、市町村数
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岩手県、宮城県、福島県の
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（５月１３ ～５月１９日）

◯復興に向けて
○５月１７日から岩手、青森、福島県において平成２３年度第一次補正予算の説明会を開催。１６日には東北ブロックでも開催

○宮城県亘理町、山元町のいちご産地の経営再開（クリスマス出荷）に向け、「ストロベリーライン経営再開支援チーム」員が、

１６日から現地駐在を開始。営農再開に向けた調査チームを１７日相馬市、１８日石巻市、１９日矢吹町に派遣し、調査を開始

○～食べて応援しよう！～仙台合同庁舎地下食堂で被災地の食材を活用したメニューの提供を２３日から開始を決定

◯主な活動内容
１ 被災農家の経営再開に向けた補正予算について県別説明会及び東北ブロック説明会を開催

5月17日に岩手県、18日青森県、19日福島県において、各県、市町村、ＪＡ等関係機関の担当者が参集されたなか、東日本大震

災農業生産対策交付金、農業経営復旧等のための金融支援を農政局担当官が、被災農家経営再開支援事業を本省担当官が説

明しました。16日には、東北ブロックでも同じく開催しました。

２ いちご産地の経営再開支援に向けた現地駐在を開始、被災地域ごとに調査チームを派遣

5月16日、宮城県亘理町及び山元町のいちご産地の経営再開を図るために「ストロベリーライン経営再開支援チーム」員２名が現

地駐在を開始しました。早速、両町をはじめ関係機関と用水確保・除塩対策、施設･資材等の導入、制度資金による金融支援につい

て打合せを行いました。また、早期営農再開に向けて、17日相馬市、18日石巻市、19日矢吹町に調査チームを派遣して、地元自治

体、JA等との意見交換や現地調査を通じ、営農再開に向けた意向、現場ニーズの把握を行っています。

３ ５月２３日から仙台合同庁舎地下食堂において、食材の提供を行って頂くことになりました

仙台合同庁舎地下１階第1食堂において、食堂を運営する事業者のご協力を得て、被災県である、岩手、宮城、福島県産の野菜

米、肉などを積極的に活用したメニューの提供を行って頂くとともに、当日使用した食材を紹介し、農産畜産物の消費拡大による被

災地の応援に取組ます。実施期間は平成５月２３日（月）から６月１７日（金）まで行います。

◯大臣等の被災地での視察状況
１ 鹿野農林水産大臣が福島県並びに宮城県の被災地を視察

5月14日、鹿野農林水産大臣が、福島県新地町釣師浜漁港、相馬市松川浦漁港の被災状況を視察され、新地町長、相馬市長

漁協等関係者と漁具購入支援などの意見交換を行いました。また、宮城県山元町、亘理町ではいちご農家と「産地の再生」に向

けた取組等についての意見交換を行いました。

２ 衆議院予算委員会が福島県伊達市で農業関係者と意見交換

5月18日、衆議院予算委員会の中井委員長をはじめ１１名の委員が福島県伊達市のＪＡ伊達みらいにおいて、農業者等との意
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